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第２四半期業績予想および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成24年４月26日に公表した平成25年３月期（平成24年４ 月 1日 ～平成25

年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．平成 25 年３月期第２四半期（累計）業績予想数値の修正（平成 24 年４月１日～９月 30 日） 
 
（1）連結                     単位：百万円（１株当たり四半期純利益は円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 100,000 6,400 6,600 3,900 39.21 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 107,000 8,000 8,200 5,600 56.30 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）     7,000  1,600 1,600 1,700 － 

増 減 率            （％） 7.0 25.0 24.2 43.6 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年３月期第２四半期） 
94,339 5,709 6,022 3,017 30.33 

 
（2）個別                     単位：百万円（１株当たり四半期純利益は円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 90,000 6,600 7,000 4,200 42.23 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 94,000 8,100 8,400 5,400 54.29 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 4,000 1,500 1,400 1,200 － 

増 減 率            （％） 4.4 22.7 20.0 28.6 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年３月期第２四半期） 
84,644 6,706 7,042 4,198 42.21 

 

 

 

 



２．平成 25 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 
 
（1）連結                      単位：百万円（１株当たり当期純利益は円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 190,000 8,500 9,200 5,200 52.28 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 195,000 10,000 10,400 6,500 65.35 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）     5,000    1,500 1,200 1,300 － 

増 減 率            （％） 2.6 17.6 13.0 25.0 － 

（ご参考） 

前期実績（平成 24 年３月期） 
180,047 8,466 9,213 4,217 42.40 

 
（2）個別                      単位：百万円（１株当たり当期純利益は円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 170,000 9,200 10,000 6,000 60.32 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 172,000 10,800 11,300 7,100 71.38 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 2,000 1,600 1,300 1,100 － 

増 減 率            （％） 1.2 17.4 13.0 18.3 － 

（ご参考） 

前期実績（平成 24 年３月期） 
161,838 10,468 11,083 4,836 48.63 

 

修正の理由 

前第１四半期（平成23年４月１日～６月30日）の業績は、東日本大震災の影響を大きく受け、商

品供給力が一時的に低下したため大幅な減収となる一方、費用を計画どおりに使用できなかったた

め増益となりました。当第１四半期（平成24年４月１日～６月30日）は、売上・利益の両面で前年

同期の反動を想定し、業績を予想しておりました。 

結果としての当第１四半期は、本年２月以降トマトジュースをはじめとしたトマト関連商品の販

売量が伸長した影響が継続したことを主な要因として、売上・利益ともに好調に推移いたしました。

その状況を反映し、また本年６月末に関連会社Holding da Industria Transformadora do Tomate, 

SGPS S.A.を子会社化した影響なども反映して、前回予想値を修正いたします。 

 

（注）上記の業績等は、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の様々

な要因により、業績予想とは異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。 

 

以上 

 


